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上勝町エコバレー推進事業 

  
 
 
 
 

概   要 

事業の内容 
 事業の内容 

総事業費 

事業の成果 

ポイント 

平成１５年「ゼロ･ウェイスト宣言」を行いゴミの３４品目分
別等による発生抑制・ゴミの再資源化等に勤めている。
平成１６年には、新エネルギービジョンの策定、平成２２
年度には総務省「緑の分権改革」推進事業において、ク
リーンエネルギー実証調査事業を行う等、再生可能エネ
ルギーの導入にも勤め、持続可能な地域社会づくりに積
極的に取り組んできた。 

上勝町で事業化が見込まれる小水力とバイオマスに
代表される再生可能エネルギー導入のための調査・
研究を実施し、地域内でのエネルギーの自給自足と
地域の新たな産業の創出を図り、持続可能な地域社
会づくりを推進する。 

１０．９百万円 

高齢化や過疎化が進む地域の代表とも言える本町が、
その自然資源をエネルギー資源として有効活用し、環
境と経済が好循環する事例を生み出すことは、本町と
同じ課題を抱える他の多くの地域への波及効果も高く、
非常に意義のある事業と言える。 

 ・町内小水力候補地のデータ収集、機種選定、発電量、導入費用の算出 
 ・生ごみを用いたメタン発酵の有効性 
 ・木質バイオマス（薪）の利用可能性 
 ・消化液肥利用の有効性 
  

本事業の結果を踏まえ、上勝町での 
①小水力発電機導入（100kw規模） 
②生ごみ、し尿処理施設の建設（日量3ｔ規模） 
に向けて、具体的な計画策定ができた。 

小水力発電流量調査 

バイオガス利用研究事業 

小水力導入発電事業 

エコバレー推進協議会 

徳島県上勝町 
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